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経済科学研究所2022 年度事業報告

Ⅰ 共同研究

共同研究は，継続プロジェクトが 3件，新規プロジェク

ト 2件で，研究終了後 1年以内に『紀要』にその研究成果

論文を発表する予定である．

※新型コロナウィルスの影響により，研究期間が延長され

ているプロジェクトあり．

2022年 4月〜2024年 3月（共同研究 A）

「コロナ後の望ましい経済政策のあり方」

坪内 浩（日本大学経済学部教授）

河越 正明（日本大学経済学部教授）

篠ヶ谷圭太（日本大学経済学部教授）

遠藤 業鏡（日本大学経済学部教授）

権 赫旭（日本大学経済学部教授）

2022年 4月〜2024年 3月（共同研究 C）

「ネットワーク産業に関する統合的研究」

中村 靖彦（日本大学経済学部教授）

豊福 建太（日本大学経済学部教授）

林 誠（日本大学理工学部教授）

宮崎 洋一（日本大学歯学部教授）

2020年 4月〜2022年 3月（共同研究 A）

延長：〜2023年 3月

「ユーラシア内陸地域の経済発展における立地優位性と

インフラの重要性」

陸 亦群（日本大学経済学部教授）

呉 逸良（日本大学経済学部教授）

リ ケ（日本大学経済学部教授）

前野 高章（日本大学通信教育部准教授）

安田 知絵（日本大学生産工学部専任講師）

羽田 翔（日本大学法学部准教授）

2020年 4月〜2022年 3月（共同研究 B）

延長：〜2023年 3月

「低金利環境下における金融をめぐる諸問題に関する研究」

橋本 英俊（日本大学経済学部専任講師）

三井 秀俊（日本大学経済学部教授）

大内 雅浩（日本大学経済学部准教授）

2020年 4月〜2022年 3月（共同研究 C）

延長：〜2023年 3月

「寡占とネットワーク」

横井のり枝（日本大学経済学部教授）

手塚広一郎（日本大学経済学部教授）

小林 信治（日本大学経済学部特任教授）

権 赫旭（日本大学経済学部教授）

Ⅱ 研究会

2022年度は，成果報告を 2回，学術講演会を 2回実施した．

215回 2022年 7月 28日

2019〜2021年度共同研究 A成果報告

「リスク管理者としての政府の役割」

河越 正明（日本大学経済学部教授）

川出 真清（日本大学経済学部教授）

児玉 直美（明治学院大学経済学部教授）

長町理恵子（追手門学院大学経済学部准教授）

前田佐恵子（内閣府）

216回 2022年 10月 22日

2019〜2021年度共同研究 C成果報告

「労働分配率の低下の原因とその効果に関する実証分析」

権赫 旭（日本大学経済学部教授）

井尻 直彦（日本大学経済学部教授）

羽田 翔（日本大学法学部准教授）

菅沼 健司（日本銀行企画役）

荻島 駿（三井住友トラスト基礎研究所副主任研

究員）

217回 2022年 11月 18日

学術講演会

「日本の男女間賃金格差は縮小するか」

山口慎太郎（東京大学大学院経済学研究科教授）

218回 2022年 12月 21日

学術講演会

「テレコミューティングとサテライトオフィスの経済地

理学」

小田 宏信（成蹊大学経済学部教授）

Ⅲ 『経科研レポート』のWEB掲載

『経科研レポート』No.48 を経済科学研究所のホーム

ページに掲載．

Ⅳ 経科研ワーキング・ペーパーの発行

2022年度は，以下のワーキング・ペーパーを発行した．

22-01

「東南アジアにおける伝統的小規模金採掘時の水銀使用

の影響(II)」

“Research on mercury residual effects in Artisanal Small-

scale Gold Mining in Southeast Asia (II)”

（執筆者：髙樋 さち子，林 武司，近藤 良彦，

竜野 真維，坂本 龍太，成田 堅悦，Eka Sunarwidhi

Prasedya）
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Ⅴ 2022年度経済科学研究所運営委員会

委 員 長 酒巻 俊之

副委員長 中村 靖彦

委 員 安藤 至大，河越 正明，今野 広紀，

宮地 忠幸，桑田 志朗

幹 事 山口 真

以 上


